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会   議   録 

会 議 名 第２６期小金井市公民館企画実行委員の会議 第４回 

事  務  局 小金井市公民館 緑分館  

開 催 日 時 令和２年１１月１７日（火）午前１０時～１０時５５分 

開 催 場 所 小金井市公民館 緑分館 学習室Ａ 

出 席 委 員 東委員、大蔵委員、亀井委員、宮本委員、岡本委員 

欠 席 委 員 赤尾委員 

事 務 局 員 小磯主査、金子主事、高橋主事 

傍 聴 の 可 否 可 傍聴者数 なし 

会 議 次 第 

 

１ 報告事項  

市民講座「災害に備え今、何ができるかを考える」について 

  子ども体験講座「竹とんぼを作ろう」について 

  成人学校「春まで楽しむ秋植え球根と季節の寄せ植え」について 

２ 協議事項   

  令和３年度成人大学講座のテーマについて 

３ その他 

⑴ 子ども体験講座について 

⑵ 日程の確認について 

⑶ 中長期計画について 

⑷ その他 

会議結果(要旨記録) 

司会：岡本委員 

１ 報告事項 

市民講座「災害に備え今、何ができるかを考える」について 

金子主事：市民講座「災害に備え今、何ができるかを考える」は、９月６日、１３日、

２０日、２７日、１０月４日全５回いずれも日曜日午前１０時から正午ま

で実施した。ＮＰＯ法人日本防災環境の山田一廣さんと今野茂雄さんに講

義していただいた。募集３０人に対して応募１２人。延べ参加者４７人で

あった。新型コロナウイルスの影響で受講者は少なかったが、みんな熱心

に話しを聞いていた。とてもわかりやすかったという声が多かった。 

宮本委員：話しを聞くだけでなく、現場での体験や見学があると良かった。 

岡本委員：質問の内容を聞いていると災害について問題意識が高い人と低い人に差が

あると感じた。 

 子ども体験講座「竹とんぼを作ろう」について 

高橋主事：子ども体験講座「竹とんぼを作ろう」は、１０月１８日の日曜日午前１０

時から正午まで実施した。国際竹とんぼ協会多摩本部会長の大根田和美さ

んに実技指導をしていただいた。募集２０人に対して応募１５人。参加者
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は１３人であった。普段、あまり使わないやすりを使って工夫して竹とん

ぼを作ることできた。みんなで竹とんぼを飛ばした 

成人学校「春まで楽しむ秋植え球根と季節の寄せ植え」について 

高橋主事：成人学校「春まで楽しむ秋植え球根と季節の寄せ植え」は、１０月２９日

の木曜日午前１０時から正午まで実施した。園芸研究家の宇田川佳子さん

に実技指導していただいた。募集２４人に対して応募３７人。参加者は２

４人で全員女性であった。今回は男性の応募が無かった。男性の方にも参

加してもらえるよう来年度は講座の内容を刷新したい。 

 

２ 協議事項 

  令和３年度成人大学講座のテーマについて 

 小磯分館長：令和３年度の成人大学講座のテーマは「世界における日本のロボット技術」

についてで実施したい。来年の７月３１日、８月７日、１４日の全３回土

曜日を予定している。定員は３０人程度。ロボットを専門にしている教授

にお願いする。 

  宮本委員：内容が少し専門的になるかもしれない。対象は決めているのか？ 

小磯分館長：おおよそ高校生世代以上の方を対象にしている。 

 

３ その他  

⑴ 子ども体験講座「親子で星空観察」について 

小磯分館長：子ども体験講座「親子で星空観察」は、１２月１８日の金曜日午後７時か

ら午後９時まで実施する。講師は、東京学芸大学星空サークルシリウスに

お願いしている。募集は１０組２０人の親子である。新しい講座なので幅

広い世代に参加していただきたい。 

⑵ 日程の確認について 

小磯分館長：企画実行委員の会議は、毎月第１火曜日に実施しているが。今回は、第１火

曜日が文化の日で祝日のため変更した。 

⑶ 中長期計画について 

小磯分館長：小金井市公民館中長期計画は、公民館が抱える当面の課題への対応及び公民

館の将来像の実現に向けての策定に取り組んでいる計画である。配布した資

料は、素案であるが後ほど読んでいただきたい。 

⑷ その他 

小磯分館長：野外調理場の市民意見交換会を１１月１１日の水曜日午後５時３０分から午

後７時に実施した。意見交換会はその場で方向性を決めて来年からどうする

か決定するために開催したのではなく、みなさんの意見を広く聞くために開

催した。 

宮本委員：東京都公民館連絡委員部会の第１回研修で１０月２４日の土曜日午後２時か

ら４時まで「緊急事態宣言後の公民館のあり方」をテーマに埼玉大学教授の

安藤聡彦教授に１時間ほど話しをしていただいた。こういう時期だからこそ

公民館のあり方を考えるチャンスではないか？という意見があった。当日は

７０人ほどの参加者がおり他市の公民館も熱心に活動していると感じた。 

次回の会議 令和２年１２月１日（火）午前１０時 学習室Ａ 司会：大蔵委員 

 

 


